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国際金融公社、ボランタリークレジットの購入のための基金設立 

国際金融公社、民間企業ととものボランタリークレジット購

入のための基金を設立。クレジットをトークン化し透明化

を図る 

世界銀行グループの国際金融公社（IFC）が、ボランタリークレジットを購入す

るための基金を新たに設立したと 8 月 17 日発表。購入するのは自然生態系

の保全を通じて CO２を除去するプロジェクトに由来するクレジット。購入にあ

たっては、プロジェクト開発事業者、Cultivo 社や、カード決済サービス提供

会社、Aspiration 社の支援をえながらクレジットを購入することになっている 1。 

報道では、US＄1000 万をシードマネーとして、年内に２５万〜30 万 tCO2e

のクレジット購入し、今後、数ヶ月のうちに 100 万 tCO2e のクレジット購入す

る方針である、と報じられている 2。具体的にどのような基準の下で、クレジット

が購入されるのか明らかにされていないが、Aspiration 社の担当者の「購入

基準を満たすプロジェクトは 10％にも満たない」とのコメントが報じられており、

クレジットの購入にあたっては厳しい基準を適用しようとしている模様である。 

この基金の特徴は、購入したクレジットをトークン化した上で、ブロックチェー

ンを活用し、透明性を図る、とされていることである。世界銀行では、既に

Climate Warehouse と呼ばれる、ブロックチェーンを活用し、様々なクレジット

発行機関の登録簿におけるクレジット発行、移転などの透明性を確保するた

めの取組みを開始している。プレスリリースでは、この取組みを利用しながら、

 
1 Cultivo 社は、自然生態系の保全を通じた CO２除去クレジットを創出するプロジェクトの開発事業者

（詳細は https://cultivo.land/参照） 

Aspiration 社は、クレジットカード、デビットカードを発行し、決済サービスを提供しているが、クレジット

カード、デビットカードを利用して自家用車のためにガソリンを購入した場合に、その排出量に相当す

るクレジットを、Aspiration 社が調達して相殺するサービスを提供している（詳細は、

https://www.aspiration.com/spendandsave 参照） 
2 https://www.reuters.com/business/environment/exclusive-world-banks-ifc-taps-blockchain-carbon-
offsets-2022-08-17/参照 
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